
1/1 2025 一級 構造10回－ 1 － 

令和７年４月１日施行 脱炭素大改正による教材の訂正等 No.２ 

〔構造10回分〕 
2025年2月2日 

2025年目標 ＴＡＣ 一級建築士講座 

・この資料は構造 10 回分についてのものです。 

・項目別問題集について、構造 10 回の講義範囲に該当する No.561～700 の訂正はありません。 

日付 頁 誤 正 

2/2 
構造テキスト 

P280 ℓ38･39 

【※１を切り貼りしてください】 

・以下は誤植の訂正です。 

日付 頁 誤 正 

2/2 

構造テキスト 

P70 ℓ25 

 

構造テキスト 

P79 ℓ５ 

 

構造テキスト 

P87 ℓ16 

Ａ点のたわみ Ｃ点のたわみ 

構造テキスト 

P87 ℓ26 

Ｂ点のたわみ Ｃ点のたわみ 

構造テキスト 

P108 ℓ23 

 

以上のとおり、訂正をお願いいたします。 
 

 

 

第7章　鉄骨構造
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1ボルト接合及び高力ボルト接合の配置
　ボルト接合は、「ボルト軸部のせん断力」
と「部材とボルト軸部との間の支圧力（２つ
の物体の接触面に生じる局部的な圧縮力）」
で応力を伝達する機構である。
①　ボルトの間隔
　構造上主要な部材の接合部には、回転を防ぐため、ボルトは 2 本以上用い、
その間隔は、ボルト径 d（公称軸径）の 2.5 倍（2.5d）以上とする。

②　最小縁端距離
　ボルト等の径及び鋼材の縁端部の種類（切
断方法など）に応じて規定されている。鋼材
の縁端部が「せん断切断縁又は手動ガス切断
縁」の方が「自動ガス切断縁」よりも最小縁
端距離は大きくなる。

ボルト径（抜粋） 手動ガス 自動ガス
12 ＜ d ≦ 16 28 22
16 ＜ d ≦ 20 34 26
20 ＜ d ≦ 22 38 28

③　ボルトの孔径（D）
　　孔径は以下の通りである。

ボルト径（d） 孔径（D）

高力ボルト
d <27㎜ d+2㎜　以下

d ≧ 27㎜ d+3㎜　以下

ボルト
d <20㎜ d+1㎜　以下

d ≧ 20㎜ d+1.5㎜ 以下
アンカーボルト 　　　　 d+5㎜　以下

④　ボルト接合
　ボルト接合はボルト軸のせん断耐力によって力を伝達する。また、板の総厚
は、原則、ボルト径の5倍以下とし、ボルトの戻り止めの措置をする。
　ボルト接合は、ボルトとボルト孔の間にすき間があり接合部の耐力が小さい
ので、次のような使用制限がある。

　　⑴ 　振動・衝撃、又は繰り返し応力を受ける接合部には使用できない。
　　⑵ 　構造耐力上主要な部分には、「延べ面積 3,000㎡以下、軒高９ｍ以下、は

り間 13 ｍ以下の場合」及び「地階を除く階数が３以下、高さ 16 ｍ以下、
延べ面積 500㎡以下、スパン６ｍ以下で、ボルト孔のずれを含めて計算し
た層間変形角が原則１/200 以下の場合」は、ボルト接合を使用できる。

ボルト接合

支圧力

ボルト軸部の
せん断力

2317 

P

２本以下の場合
応力方向の材端までの距離 2.5d以上

ボルト間隔 2.5d以上

ボルト径d
P

【用語】縁端距離
ボルト孔径中心から鋼材の
縁端部までの距離。Ｈ 12
告示 1464 号にボルト径と
切断方法に応じた最小縁端
距離が規定されている

縁端距離（端空き・へり空き）

端空き

端空き

へり空き

へり空き

ピッチ
（ゲージ） ゲージライン

ピッチ

2517  R0117   R0616  

1925 2330  R0516  

2416 

 ボルトの戻り止めの措置

（建築基準法施行令 67 条）
① 当該ボルトをコンクリー

トで埋め込む。
② 当該ボルトに使用する

ナットの部分を溶接する。
③ 当該ボルトにナットを二

重に使用する。2517 ※１　テキストへの切り貼り用

第3章　部材の性質と応力度
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【Ａ１とＡ２の断面積を等しく分割できる場合】
Ａ１＝Ａ２になるように断面を等分割できる場合は計算が簡単になる。
Ａ２＝Ａ１と置く。

y０＝Ｓx
A ＝

A1×y 1＋A2×y 2
A1＋A2 ＝A1×y 1＋A1×y 2

A1＋A1 ＝A1（y 1＋y 2）
２A1 ＝ y 1＋y 2

２

x０＝Ｓy
A ＝

A1×x 1＋A2×x 2
A1＋A2 ＝A1×x 1＋A1×x 2

A1＋A1 ＝A1（x 1＋x 2）
２A1 ＝ x 1＋x 2

２

したがって、等断面積に分割できれば、それぞれの図心の平均値から簡単
に全体の図心位置を計算できる。

【例題】
図のような断面において、図心の座標（x０，y０）
の値を求める。

y０＝Ｓx
A ＝

A1×y 1＋A2×y 2
A1＋A2

＝（20×40）×40＋（20×40）×10２×（20×40）

＝40＋10２ ＝25㎜

x０＝Ｓy
A ＝

A1×x 1＋A2×x 2
A1＋A2

＝（20×40）×10＋（20×40）×20２×（20×40）

＝10＋30２ ＝15㎜

40

20

20

０

（単位は㎜とする。）

Ｘ

Ｙ

20

０

y0

Ｘ

Ｙ

x0

断面積：Ａ

図心

＝2×800

40

20

20
０

〈　軸まわりの〉Ｘ Ｓｘ

y2Ａ2

Ｘ

Ｙ

20

図心

図心 図心

図心
40

20

20

０
Ｘ

20

Ｙ

x2

x1

〈　軸まわりの〉Ｙ Ｓｙ

y1

＝40

Ａ1＝800

＝800 ＝10

＝10

＝20
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第2節　応力度
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《解法》
⑴　設問図－２から分かる圧縮応力度と縁応力度
・ 弾性域では、次図のとおり、鉛直荷重による「一様な圧縮応力度」と、曲げモーメントによる「三

角形分布の曲げ応力度」に分けることができる。

したがって、鉛直荷重Ｐによる圧縮応力度は 2
3 σであり、曲げモーメントによる縁応力度は σ

2 で

ある。

⑵　荷重Ｐ、Ｑによる圧縮応力度と縁応力度
《鉛直荷重Ｐによる圧縮応力度》

圧縮力Ｎ＝Ｐ、断面積Ａ＝ＢＤなので、

　σc＝ N
A ＝ Ｐ

ＢＤ

これが設問図－２から分かるようにσc＝ 3
2 σであるから、

　σc＝ Ｐ
ＢＤ ＝ 3

2 σ　　　∴Ｐ＝ 3ＢＤ
2 σ

《曲げモーメントによる縁応力度》
水平荷重Ｑにより、曲げモーメントＭ（＝Ｑ× l）がａ－ａ断面に作用し、

断面係数Ｚ＝ ＢＤ2

6 なので、

　σb＝Ｍ
Ｚ ＝ 6Ｑ l

ＢＤ2 （左側引張、右側圧縮）

これが設問図－２から分かるようにσb＝ σ
2 であるから、

　σb＝ 6Ｑ l
ＢＤ2 ＝ σ

2 　　　∴Ｑ＝ ＢＤ2

12 l σ

σ

２σ

斜めの
真ん中

鉛直荷重による
圧縮応力度

σ＝ｃ

これが

Ａ
Ｎ

曲げモーメントによる
曲げ応力度

＝
ＢＤ
Ｐ

σ＝ｂ

これが

Ｚ
Ｍ

＝
Ｑl
ＢＤ2

６

＝ ＋

2
σ

2
σ

σ
2
3

引 Ｂ

ＢＤ2

断面係数

＝Ｚ
６

Ｄ

圧

第4章　不静定構造物
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　図のようなラーメンに荷重７Ｐが作用したと
きの曲げモーメント図を求めよ。

梁ＢＣの剛度はＫＢＣ＝ EIl であり、柱ＢＤの

剛度はＫＢＤ＝ 2EI2 l ＝
EI
l である。柱ＢＤは支

持端Ｄがピンのため、有効剛比 34 ×ＫＢＤとし

て剛比 kを計算する。

kＢＣ：kＢＤ＝１： 34 ＝４：３

梁ＢＣのＢ端の分配モーメント
ＭＢＣは

　ＭＢＣ＝７Ｐ l× 4
4＋3 ＝４Ｐ l

となり、固定端Ｃにはこの分配
モーメントＭＢＣの１/２倍の到
達モーメントが生じ、ＭＣＢ＝
２Ｐ lとなる。
柱ＢＤのＢ端の分配モーメントＭＢＤは

　ＭＢＤ＝７Ｐ l× 4
4＋3 ＝３Ｐ l

となり、ピン支点ＤはＭＤＢ＝０となる。

Check Point　：分配モーメントと到達モーメント（支持端がピンの場合）

Ｃ

Ｄ

Ｂ Ａ

類題

問０５９
（H2503）

７P l

２P l

４P l

３P l

Ｃ

Ｄ

剛度

ＥＩ
l

剛度

２ＥＩ
２l ×

３
４

４

３

剛比

剛比

ピン

Ｂ Ａ

部材ＢＣ

部材ＢＤ

４

３

０

類題

問０５９
（H2503）
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3
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